
第６２回宮城県芸術祭 

第４６回公益社団法人宮城県芸術協会音楽コンクールピアノ部門 入賞者一覧 

 

【初級Ａ 参加者：予選：１５名 本選：１１名】 
 

賞名 （特別賞） 名前 学年 ガラコンサート推薦 コンクール推薦 

最優秀賞  佐藤 里帆 小 1  ○ 

優 秀 賞  小松 瑞季 幼(5歳)  ○ 

奨 励 賞  吉成 響子 小 2  ○ 

奨 励 賞  横山 千瑠 幼(6歳)  ○ 

奨 励 賞  伊東 愛以 小 1   

奨 励 賞  西川 冬真 幼(6歳)   

奨 励 賞  加賀 琴乃 幼(5歳)   

 

【初級Ｂ 参加者：予選：１３名 本選：６名】 
 

賞名 （特別賞） 名前 学年 ガラコンサート推薦 コンクール推薦 

最優秀賞 河 北 新 報 社 賞 米田 柊太 小 3 ○ ○ 

優 秀 賞  川村 穂花 小 2  ○ 

優 秀 賞  山本 彩愛 小 3  ○ 

作曲者賞  渡辺 実央 小 2   

 

【中級Ａ 参加者：予選：２６名 本選：１４名】 
 

賞名 （特別賞） 名前 学年 ガラコンサート推薦 コンクール推薦 

最優秀賞 仙 台 市 長 賞 菊田 治煌 小 1 ○ ○ 

優 秀 賞  藤本 亮馬 小 5  ○ 

奨 励 賞  永浦 奏音 小 3  ○ 

奨 励 賞  菅原 唯夏 小 3   

 

【中級Ｂ 参加者：予選：２６名 本選：１５名】 
 

賞名 （特別賞） 名前 学年 ガラコンサート推薦 コンクール推薦 

最優秀賞 (公財)宮城県文化振興財団賞 狩野 勇喜 小 6 ○ ○ 

優 秀 賞 (公財)仙台市市民文化事業団賞 阿部 光紗 小 5 ○ ○ 

奨 励 賞  尾崎 咲和華 小 4  ○ 

奨 励 賞  大泉 彩乃 小 5   

奨 励 賞  今 彩羽 小 5   

作曲者賞  狩野 勇喜 小 6   

作曲者賞  瑞慶覧 結衣 小 4   

 

【上級 参加者：予選：６名 本選：５名】 
 

賞名 （特別賞） 名前 学年 ガラコンサート推薦 コンクール推薦 

最優秀賞 仙台市教育委員会教育長賞 竹内 優 中 2 ○ ○ 

優 秀 賞  杉山 美功哉 中 2  ○ 

作曲者賞  竹内 優 中 2   

作曲者賞  杉山 美功哉 中 2   

 

【特級 参加者：予選１１名 本選：８名】 
 

賞名 （特別賞） 名前 学年 ガラコンサート推薦 コンクール推薦 

最優秀賞 宮 城 県 芸 術 協 会 賞 齋藤 英希 高 2 ○ ○ 

優 秀 賞 宮 城 県 知 事 賞 深田 健成 大 2 ○ ○ 

優 秀 賞 宮城県教育委員会教育長賞 木村 七海 高 2 ○ ○ 

奨 励 賞  泉田 和奏 大 4   

奨 励 賞  阿部 すず 大 2   
 

※ガラコンサート推薦（宮城県芸術協会音楽コンクールガラコンサート）、コンクール推薦（日本室内楽コンクールピアノコンクー

ル本選）は本コンクール審査員の推薦による出場資格（出場は任意）です。詳細は文書にてご連絡いたします。 



【審査員講評】 
 

有森 博 審査員長 
 

本選出場の皆さん誠におめでとうございます。  

どの級も表現力のある素直な演奏が多く充実した時間となりました。 

また、新曲の課題を皆さん暗譜で魅力的に演奏されていたことにとて

も感心させられました。 

少し気のついたことをお話しするとすれば、会場が広く残響が多めだ

ったこともあり、音楽作りの細かいところをきれいに伝えるための耳の

使い方を意識すると内容がよりよくなるかなと思いました。 

右と左のバランスや、ペダルの長さや深さなどちょっとしたことが音

楽に大きく影響を与えてしまうので、自分の音をピアノのそばだけでな

く耳を上に広げるイメージで会場に音が広がっていくのが聞えてくる

と音楽の作り方にゆとりができ、自分のやりたい表現が増えてくるよう

に思います。コンクールなどで舞台経験を積み重ねながら舞台での勘を

磨いて下さい。 

また、審査員の先生方からは「上級、特級のレヴェルが上がった。」 、

「小さい子も落ちついて堂々としていた」などの意見が出されました。 

今後のコンクールの発展を心よりお祈りしております。 

 

【初級 B作曲】八島  秀 審査員 
 

今年の本選に選ばれた 6人はさすがにまとまっていました。 

そして、それぞれが自分なりの演奏をしてとてもよかったです。 

さらに気持ちを音楽にこめられるようにしましょう。 

 

【中級 B作曲】門脇  治 審査員 
 

ソナチネの様式とは言え、バッハからドビュッシーにいたる様々な要

素が含まれた情報量の多い曲を丁寧に弾き込んできた参加者には拍手

を送りたい。 

新曲にはお手本がない。そんな中フレーズのつくりやアーティキュレ

―ションのつけ方に参加者ごとの工夫が見られ（とは言え、それほど奇

異な解釈は現れないはずだが）、ここから作曲者賞１人を選ぶのは難し

かった。可能なら４人を選びたかったが、それでも、無理を言って 2 人

に賞を授けていただくことにした。 

 

【上級作曲】石川  浩 審査員 
 

転調するたびに、紅葉の色づきが変わり、重なり合う美しさが表現でき

れば‥‥ 

でも、皆さんしなやかに演奏されていて素晴らしい。 

 


